
 

 

3 月 20 日

号 

大
河
ド
ラ
マ
「
鎌
倉
殿
の
十
三
人
」
特
集 

令和 4 年 

7
 

 ■発行者/遠阪自治協議会        会長：足立基博 

■発行所/やまびこｾﾝﾀｰ「萬歳山」   TELFAX：88-0420 

■E-mail : tosaka@key.ocn.ne.jp 
 

「
鎌
倉
殿
の
十
三
人
」
と
遠
阪
と
の
結
び
つ
き 

 

と
こ
ろ
で
、
こ
の
十
三
人
の
一
人
に
足
立
遠
元
が
含
ま
れ
ま

す
。
実
は
、
足
立
遠
元
は
足
立
遠
政
の
祖
父
に
あ
た
る
人
物
な
の

で
す
。 

さ
ら
に
、
足
立
遠
元
の
墓
が
今
も
大
見
山
中
腹
に
残
り
、
菩
提
寺

と
し
て
の
天
福
寺
（
下
地
自
治
会
内
）
に
あ
る
こ
と
も
知
り
ま
し

た
。 

い
ず
れ
も
山
垣
城
を
築
き
、
当
時
、
遠
阪
地
域
を
統
治
し
て
い
た

足
立
遠
政
が
建
立
し
た
も
の
で
す
。 

足
立
姓
と
遠
阪 

遠
阪
に
住
む
者
に
と
っ
て
、
足
立
姓
が
圧
倒
的
に
多
い
こ
と
を

漠
然
と
感
じ
な
が
ら
育
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一

方
、
足
立
姓
の
ス
ポ
ー
ツ
選
手
や
タ
レ
ン
ト
を
見
る
と
、
妙
な
親

近
感
を
覚
え
る
の
は
誰
し
も
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

そ
こ
で
、
旧
遠
阪
小
学
校
の
卒
業
生
で
「
足
立
姓
」
が
占
め
る

割
合
を
調
べ
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
明
治
三
十
七
年
以
降
の
全

卒
業
生
四
千
十
六
人
の
内
二
千
三
百
六
十
四
人
が
足
立
姓
で
あ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
率
に
す
る
と
、44,4

％
で
す
。
そ
の

内
、
昭
和
四
十
二
年
度
の
卒
業
生
が
最
も
多
く
（26

人/37

人
）

で
し
た
。 

次
に
、
現
在
の
青
垣
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
の
比
率
は

27,9

％
で
し
た
。 

遠
阪
に
足
立
姓
が
多
い
の
は
、
足
立
遠
政
が
千
二
百
九
年
に
武

蔵
の
国
（
現
埼
玉
県
）
か
ら
佐
治
庄
の
地
頭
と
し
て
西
遷
し
、
明

智
光
秀
に
滅
ぼ
さ
れ
る
ま
で
永
く
遠
阪
を
統
治
し
て
き
た
足
立
氏

の
影
響
が
あ
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。 

NHK大河ドラマ「鎌倉殿の 13 人」 

放映日：毎週日曜日２０時～ 

再放送：翌週土曜日１３時  

あ
ら
す
じ 

今
年
の
大
河
ド
ラ
マ
『
鎌
倉
殿
の
十
三
人
』

は
、
脚
本
が
三
谷
幸
喜
氏
で
、
平
安
時
代
末
期
か

ら
鎌
倉
時
代
前
期
を
舞
台
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
、

源
平
合
戦
に
よ
る
平
氏
政
権
の
崩
壊
か
ら
鎌
倉
幕

府
が
樹
立
す
る
ま
で
や
、
鎌
倉
幕
府
の
初
代
征
夷

大
将
軍
で
あ
る
源
頼
朝
の
死
後
に
発
足
し
た
「
十

三
人
の
合
議
制
」
を
構
成
す
る
十
三
人
の
御
家
人

た
ち
の
権
力
争
い
、
そ
し
て
最
終
的
に
そ
の
権
力

を
手
中
に
お
さ
め
、
実
力
者
と
な
っ
た
北
条
義
時

を
主
人
公
に
描
い
た
物
語
で
す
。 

（足立遠元の供養塔

墓） 

（天福寺外観） 

「
鎌
倉
殿
の
十
三
人
」
に
関
連
す
る
事
業
の
展
開 

現
在
、
「
鎌
倉
殿
十
三
人
」
に
関
係
す
る
地
域
お
こ
し
事
業
が

全
国
的
に
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
際
、
足
立
遠
元
や
足
立
遠
政
に
関
係
す
る
歴
史
講
演
会
等

を
開
催
す
れ
ば
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
を
喚
起
で
き
る
の

で
は
と
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

ま
た
、「
全
国
の
足
立
姓
集
ま
れ
（
仮
称
）」
な
ど
を
開
催
す
れ

ば
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
集
客
が
あ
る
の
で
は
と
期
待
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
今
後
、
「
鎌
倉
殿
の
十
三
人
」
に
関
わ
る
事
業
を
実

行
委
員
会
等
で
具
体
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 


